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○本 田 清子 　 片倉 俊彦　 鈴木 憲二 　 村 上 克彦 　 清野 真也

高野 基信　 高橋 克広　 後藤　孝 鈴木　晃

福島県立医科大学医学部附属病院　放射線部

【目 的】

　CT に おける 被曝線量を、一一一
般撮影 と同様 に 撮影領域の 場 の X 線強度 と して 捉える ため、検出器開 口 幅と X 線

ビーム 幅及 び管球移動量を勘案し撮影領域 の平均強度を測定して き た 。

　今回私た ちは、マ ル チ ス ライ ス CT 装置 を使用す る機会を 得た の で 、マ ルチス ライス CT にお いて も シ ン グル

ス ラ イス CT と 同様の測 定法 を 用 い て 測定可能か 比較検討 した。

〔使用 X 線 CT 装置】　　 東芝社製　 ：　 AquiHon （multi ）　，　 X−Vigor （slngle ）

【使用線 量 計 】
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　 TLD 　； 1、
°
ナソニックUD −512P ，TLD 素 子一BeO（UD−170A）

【使用 フ ァ ン トム 】

　水 フ ァ ン トム ： 直径 24cm・32cm ， ア ク リル フ ァ ン トム （FDA 準拠 フ ァ ン トム ）： 直径 15cm・32cm

　低コ ン トラ ス ト分解能測定用 フ ァ ン トム

〔方 法〕

1＞当院の ルーヂ ン 条件 に お け る SD 値及び低 コ ン トラス ト分解能測定

2 ＞TLD を用 い て Aquilienの 線量プロ フ ィ
ー

ル測定

3 ）マ ル チ ヘ リカル 時 に お ける チ ェ ンバー
検出器開 口幅の検 討

4 ）同等 の 画質 を得 る条件 で の 被曝線量測定 （中心線量で 比較）

【結 果】

1） SD 値 を 測 定 した 結果、及び 低 コ ン トラ ス ト分解能が同等 とな る撮影

　 条件を模索した 結果 は Fig．1の よ うに な っ た。
2） 1 回転時 の 線量 プロ フ ィ

ール を 用い て 、ヘ リカ ル 時の 線量強度分布 を

　 シ ミ ュ レートした 結果 は bFig．2の よ うに 周期関数 とな っ た。
3） 2 の結果 よ り体軸方向 の線最分布周期 を考慮 し、1 回 転あた りの 寝台

　 移動量 の 整数倍の 検出器開口幅を つ くる こ とで 、線量値の バ ラ ツキがな

　 く な っ た。ス レーブ開 口幅中の 圓転数を 多 くすれ ば、X 線強度が平均化　
1

　 され る傾向に あ っ た 。 また、ヘ リカル ピ ッチ と線量は逆比例 の関係 に あ

　 っ た。よ っ て、シ ン グル ス ラ イ ス CT と同 じ検出器開 口幅 ・体軸方向

　 の 撮影 範 囲 （散 乱線 を考慮す る た め ）を設定 し測定で きた。
4 ＞Aquilionは X−Vigor よ り約 40％ 線量 が低 か っ た。（Fig．3）
【ま と め】

　マ ル ヂ ス ライ ス CT の X 線ビーム 幅 と 1回転あた りの 管球移動量を考慮

し、シ ングル ス ライス CT と 同様 に検出器開 口 幅と体軸方向の 線量分布周

期 を勘案した 測 定が で き た。

　 ま た、マ ル チ ス ラ イス CT は シ ン グルス ラ イス CT よ り中心線量 で約 40％
の被曝低減 となっ た。
［結 語 〕

X−＞igorAq 凵ilbnAqUllionAquiliOn
FO ＞

スライス

障
135K ΨZOOmA』135Kv一定

SD 値 SD 値

　 SD 値 を

あ わせ た 条件
〔135K》一定｝

LOWCONTRASI

をあわせた条件

　匸軍35K》一定〕

1mrn15 ．441268 ‘1獅 A。 85mAs100mAs
s2m 用 ↑1．33go1 〔1鯒 卩〕 80mAs95 旧 As

5mm8 、5045 呂〔2附，） 55mAs60mAs

M2mm23
．0719 ．51 〔13伽A，95mAs95mAs

5mm16 ．719 ．72〔2D伽 制 65mAs70mAs

Fig．蓋 SD 値 比 較

　　 （Aquilion の ヘ リカ ル ピ ッ チ ：3）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig、3　同等低コ ン トラ ス ト分解能時の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 線量比較 （中心線量 、135kv一定）

　Aqllilionは，低線量で X−Vigor と 同等の 画 質を得られ た。こ の こ とは、從来不足 して い た SN の 向上を図る等

撮影条件選択 の 幅が 広が る こ と を意味 して お り、従来機 種 よ りも さ らに 患者の 被曝量を意識 した適切 な撮影条件 の

設 定が
’
醇能とな る。したが っ て 、患者の リス クベ ネ フ ィ ッ トを勘案した 撮 影条件の 設定は必須で あ り、撮影 オ ペ レ

ーター
の 責任 は ますます重くな る と思われた。
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